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概要 

 正方晶に置いてａ軸配向かｂ軸配向を調べる場合、体心正方晶より、面心正方晶で考えたほうが 

   分かり易い。本ソフトウエアは、体心正方晶で記述されているＩＣＤＤデータを面心正方晶に書き換える 

   ソフトウエアである。 

   体心―＞面心の場合、格子定数ａ*√２とし、体心正方晶のｄ値になるｈｋｌを計算することで 

   実現している。 

   もし、指数付けした再計算ｄ値との差が０．００１以上の場合、 

指数変換しないで指数（０，０，０）とする。 

ソフトウエアの起動 

 C:¥CTR¥bin¥TetragonalBtoF.jar のダブルクリック 

 ODFPoleFigure2－＞TexTools->DataBaseTools->TetragonalBtoA から起動 

  

  

 



ソフトウエア 

 

 データベースに登録されている正方晶データを選択 

       選択されたデータの表示 

   

 

  体心―＞面心の計算を行い、データを表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



操作 

 正方晶データの選択 

  

  Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ－＞データを選択 

  

   Ｒｅｔｕｒｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅでデータを持ちかえる。 

 

 

 



  データ名と格子定数が表示される。 

  

  Ｄｉｓｐでデータの内容が表示される。 

  

  

 

 



 Ｃａｌｃで面心正方晶データの格子定数と変更内容が表示、 

   

  

 正常に計算された、格子定数と変換データ 

  


